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【緒 言】PEMAと アネ トールを基材 とす る試
作材はレジン冠撤去時において,支 台に対する付
着がなく,また,支 台材料 と合着材の接着強 さに
及ぼす影響が少ないなど,仮 着材として優れた性
質を具備 していた。しかし,試作仮着材は練和操
作が容易ではないことから,上記の性質を維持 し
つつ,練 和の操作性 を向上 させる必要があると考
えられた。
そこで今回は液に対す る溶解性に関与す る粉末
粒径に着目し,平均粒径 を小 さくした試作仮着材
の諸性質について比較検討 した。
【材料お よび方法】試作仮着材 は液成分にアネ
トールを用い,粉 末成分であるPEMAの平均粒
径が75μmの条件(PA1)と150μmの条件(PA2)
の2種 とした。対照 として市販仮着材であるカル
ボキ レー トセメン ト系(以 後TES)1種 および
グラスアイオノマーセメン ト系(以 後IPT)1種
を用いた。仮着材の粉液比(P/L)は試作材が2.0
で,対 照であるTES,IPTは標準で用いた。
実験項目の①硬化時間,② 稠度,③ 被膜厚 さに
ついてはJIS規格 における歯科用セメン トの項
目に準 じて行った。④接着試験にはステ ンレス製
支台金型とレジン冠を用いた。 レジン冠は支台金
型 と専用金型によって,常 温重合 レジンを用いて
作製 した。 レジン冠は仮着材の被膜厚 さが約100
μmと なるように調整 した。支台金型とレジン冠
の仮着は荷重7kgをかけて10分間保持 して行 っ
た。その後,接着試料に冷温(5℃),高温(55℃〉
のサーマルサイクル試験 を100回行い,さ らに引
張接着試験 を行った。
【結果および考察】試作仮着材において硬化時間,
稠度および接着強さでは粉末の粒径によって値 に
差 はなかったが,被 膜厚 さに関 してはPA2より
もPA1が有意に小 さい値 となった。PA1の被膜厚
さはPEMAの平均粒径がPA2の1/2であるため小
さくなったと考 え られた。試作仮着材 のPA1は
市販仮着材よりも流動性が大きく,他の性質では
差がなかった。
以上のことから,試作材の粉末の粒径を小 さく
することにより,硬化時間,稠 度および接着強 さ
は変わらず被膜厚 さが小 さくなることが明らかと
なった。
